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31･除虫菊剤の毒作用地境 Ⅰ･ 農虫毒物学の諸問題 Ⅰ. 潤 非 描 六

･ 緒 論 ･

除虫基剤はDDT及び BHCその他の新着槻合成

硬虫剤の出現に拘らず,農薬 として叉防疫月磯 虫剤と
して多大の利用櫓値を持っている. 除虫菊布野蹄分

Pyrethrinsの毒作用機構 は Juillet,Evelllangeet

Anceiり(42)が昆虫に対して翻誕筋肉轟として作用し

糊 作用を春すると轄諭してJl),弧 幾多の学者により

病理組織学的,機械機気槽籍実験的に,軌 ､ほ燕卿を

局部に処理することに依って研究されたが今倍不明な

鮎が多い｡

時に除虫菊剤の慕脚 ヒ学的な同定が穂波されでいな
いので韓作用機構に関する蛙戒学的な知見ほ皆無に等

しい｡それ故,化学者に伐って除虫菊の触 分析が確

立きれることを希望するO

(I) 病痩組織拳的研究

属虫に対する除虫菊碍作糊ほ劫 こ軸地軸 勺研究より

釦臓学的に研兜写れていもOその時額は泰及 肪肉,

紳威埠に諌められ,御荘恥 こ於ける室胞 凝集,故熟
Tigtolysis等の傷寮が毒作用の一次的要因と考えら

れているoLかしこれやの泉臓 密抽 忠除ぬ劫剤の磯壁

によって典うでいる｡∫
研究 方 法

lCr軸 r(46･)ほ蚊の1軽 CorelhrapllJml'lOrnisの

幼虫及び ゴミムS,ダマシTenebrio7n占Iitorの成虫を

除虫鶴剤で処甥L,その切片の病理組戯撃的研饗をし

た｡その処理昆虫を AIcohoIに罷壇L,更に藤色し

切片を作ってカナダバルサム}rセ対したoHqr七島ella

Wilcoxo叫30.,Wilco苧OnaHartzell(31),HarJzell
(2畑minser(44)j馳r伽Il(絢 ･はゴミふシガマ,?,

マイマイガ PorthclriadisParの劫瓜 イーplバモM-

uscadomesi;cE7, セミの ■L種 Tib互cer7brZLi710Sa及び

バッタあ1種Mela棚 Iusfemur-rubru"'の犬,kの成

虫に対して,人体の琳輝の据印の際に恥 ､る Kl･auSe

(4･T')めtoluidihebtileで染色した｡̀ l{1inger(44)

特やイセイガの助蜘 切片を Sud車 恥 eo8in等肇
色L Hartiell&Scudder(26)はイ溝パェ瑚職 階

寒を鉄伽 matoxylin率 び Bryt無 inで組 も,･
臓の切片はDelafieldのSilyeralbu王抑StMauoL.y(49))

や B.dian(2)の Goldchloride淡を恥 ､た｡Wiか

glcswol･th(79)はサジガ不の1,噴RhodoniZLSbrOZ2'抑盲

の成虫の蜘片をflaematoxylinで難色ILたこHart紐11

(25)拭 イエバェ の成虫に対して Haematokylinと

とleosilトy との染色政を静麻,筋肉に依乱したo tJ

かしこの方漁は大体適当な方浩であったが′翫dian牧

の様に慮く獅揺柔和位を誼め灘かつ桓 To王uidimeblue

はこの両法より射る染色漁なることを琴明した0滴 鑓

法は肯く革r軸er(46),Wilcoxon針i-Iarはell(81)

､Hart2;elf(23)等は-般駒な技術を用いたO～それらの,

FPの代寂的な数例に就いて述べるo

Hartz.eLllB(23)は M･femur-'一ubrumの成虫及び ゴl

ミム㌢ガマシの幼虫の申梅軸路罪その他の障韓を探究

するた払 即匹由鹿単を醇死後Acetoneで沈淋し,

95%rAlcohol碧で附 ljした｡文対昭区の昆虫は除虫

劫乳剤の代E)に常を切つ服 し牢｡被槍昆血豆wnx

を底に凱 た醐 皿に醗 し用 銚組 で矧欄虹 撃
って馴 澗 いた.粟に由開困から的食管壷除去し 腹

紳題索を野山さ強た｡この御馴 弛 酎 斗鞘 坤 掩 鯛料

紙 O瀬 は覇部を切開し,樹蜘 らゝ観緬敵 こ沿って轍
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糊し食道-ド榊磁血まll'IIri･,下凱なま摘托した輔印を晩Tltli
にrLlljtナて醇剖紬 IrTした｡i:れらの胎,食道下紳磁球,

胸蔀研削恥 臨部和超榔まlri時聞tJr),Gjp'AIcoholで岡

ぅ記し,O･5-5時間 Kl･allSe班の0i,00,Toluidlineblue

で染色L,再びi〕･-J/no'AlcohPlで 批准 1,,Absolute
alcohol■用と水しⅩyltJlにならした後 Parnffinで拙

技L,･Fi/Lの鮮さの切片としたoWilcoxon良H<ll･tZell

(81)に依川ま,.AIcoholとⅩylolとの組合せ及び
ⅩylolとPar'lffinとの糾.合せは利職が柔歌なため,

漸次その組合せの割合を移行させることを捧意した｡

Wigglesworth(T亡))は R･pl･Olixusの成虫や触角に

除虫弗の液体 Pal.affin溶液を処捜し∴Carnoy椙液

で固定して静観埠晋を観察した｡ Hart究eu(25)は

Kel･OSCne(Deo-base)精製の除虫菊僻地や DDT,

Rotenone剤等8種類の殺虫剤とそれらの添加剤に対

する卿 ヒ5仔後毒イ見,'イ成郎 8.の碑瓢 麓肉の病
理紅組学的変化を研究したd

PeeトGrady淡を用いC,10,20,80分及び-4時

間の間隔で牒布し,撒布後麗もに脱離を針で止め,被

槍組軌 ま10,0iFormalin幣液で16-2咽 聞同定し,

2時間95形 AIcoholに浸潰し更に2時間 AbsL,lute
alcohoⅠで耽水し,1時間 Chlloroform に環潰し,更

に16時間 Chloroform からparaffinに漸次 その割

合を変じて移行させたGParaffh は mr･(joe-(iT20の

も喝を恥 ,,切片は4-io/Lた切t)染色は前述の方法

を榊いた｡

除虫菊剤の病琴組織的変化

w eed(78).血 tcalf(朗)は鋸 渦 の毒榊l闇 に

就いて綜説したが,H包rtZell,(2,～))は絞出剤に穣る基

本的な病理組織的変化の3型を秘めたD 和rp1),翻

顧凝摘陳 の輝鮎 2),卿経脚 伸 の紺 地 外の綱 鯛腎
虚要素の酬 鮎 .3),大判の神慮知胞の捌 包化であE),

L10分間撒布の障事は 1),の切創こ捌 包化及び綱湛繊

維の溶解が附け加えら才もるものである｡鼠に今E‖こ於

蹄も静間鋒磐笹対するr2見解を指摘したO姉1は凋 壬J

顧障害を餌2次的な蒋作糊の原因と考察する学涯で,

rF,掛 凝滞の呼吸桁動が紬鑑陣熟 こ依って楯戒を東た

等動物の外科用麻酔塵 による申輝碑糎系わ灘 酸謝盤I

An由iaを証明し,昆虫に就い壱Richards(56)はい

く′ちかの榊鑓毒殺虫剤の毒作用や盲嗣遠離別包叉はその附

妊め梅剥 旨肪牌の破壊が虫由扇 風曙を報曾したo東

2は押,%障害を第1次的な毒作用の原因と考察する学

源であるD躍妃は中編御荘罪の細胞の散贋に起因し,1
それが地階裾官の機能的障害を起すと考える｡HATト

zell(2汚)挿 Xlinか (鶴),HnrtZellI(1)･3)等の結果
を約じて姉1の学説を文持した｡ Ridhatd等.氏 Cut-L
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komp(rlEJ)は殺虫剤の毒作用研 ILjt班粗職学的及び神

相成の慌気刺戟的研究の硝両から氾兜し,蚊及びゴキ

ブリの病IBi的な変化を色 .々の種矧 こ紹別することを釈

みたがil三相 こは区別山裾なかったO昆虫の和洋.よ大概 ､

病瑚 鵬 的封 は 認め,その封 ヒは日豪消化Autolysis

様の型が認められ顎と桔 諭した｡ ､

Kl･臼hrer(4G)は C･少/um.icor"isの幼虫の米皮に対

する除出端溶剤の駅 蟹を瞭討Lも｡jll･:常の個体では;

袈皮は⊥･･泊篭に称 -な光沢を春しているが除虫華剤が作I
用した後には,凱氏様な表皮になった｡ Chitin暦下
の東胡 曲 こほ剤 紬 認めることが出水たoHよrt完｡Il

(23)は M･fe"LtLr-rtibrELmの成虫の胸の外面域に樹

著な細胞変イ地 歌臥 .その胴恥軌には尉著な刻 包と

TiiTrOlysisとも認めたoSzJent-Gy6rgi(73)に伐れ

ば.I一敗に Tigrolgsisとは剛掛 こ対するNissl脚立

の病理変化を指すもので甜磁細胞の Glycoge1-の様

な多糖類の蓄掛こ起因すると塞えられているが.その

化学性矧 ま不明であるoLかし形態学的な見地から,

ri'i酢Olysisは一線に板と何等かの開脚を宥すると考え

られ板の染色粒の凝集を起すとされている｡致死直後

のモJL.モツllの胴をAIcoholで同党し.Paraffinで .

軸授し,Toluidineblueで染色すると,細胞に多軸

の Tigrolysisを諌めることが出来る｡ しかし染色す

る前に,この切片を30分間唾液に処理すると,細胞

にはもはや Tig,1･01ysisを認められなかったO この串

発から了Tigrolysisは紳姦粥川胞rfHこGlycog和 様の

多脚き匝 滞積を意味すると考えられたが,沃度正反応

しないから,.その多難邪は GlycQgenと同一 のもの

ではない｡甜打紐轍が機能的活動をしている際には,

Tigrolysis由瀧 められないと即ち,昆虫の翻拓醐観て

除虫魂によって肺揮されると機能情動が低下し,細胞r

中に多糖靴 欄 宿し,地異 とLf Tigrolysisが起義

と考えられるが,この槙の研究は今後の堂イ墜 潜の線

趣であるOHartzell&Scudder(28)は0･1%除虫敷

石抑乳剤に対するイエバ汰成舟8の中隔御拓釆及びそ･

の連絡系に新著な影響を認めたo除虫端を告よって,ィ,

ェパェの体激職は一戦 に核の染色粒の凝東を読Liそ

の凝盛絃核膜の内側から離れた核質の内部に見られ,
恰もそめ凝鵠染色粒はいく′つかの染色体の棟に槻解さ

れたO脳の碑芯瀬には Bodian沈染色の助けにより細

管な障磐を諌めることが揖狐 御応頼経は不規則に暗

く闘 犬に染った｡曳複眼の衰耽組織にも瞳賓が和めら

才埴 O

食 貴 下和銅 榊 相 性 Wilcoxon&Hal.tZellf恥

Hart2;811(23)呼に依って観察された. M･fe"Zu

rzLt)ru･m-の成虫Jゴミ､ムシグマ打の幼虫は対照の尾

のToluidineblue染色が畢色に染まるのに対しセ

紫色に娘まるT壷oly由 の組織酎 ヒや蛮胞を捌 3
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姉1回 ,1'ッタの一理MetanoE･l･･sJe"I"r-r･lbnLm
の頻革諦盗珠,去:斬嵐托死個体･右=除虫
菊による苑死個体 (口3'r【zell1934よ1)改名)

鮮2甲 除虫菊による蚊の1甜 Co,et/jrapllmll~
co"ZとSの耽紳盗球の幾晩 左は正常紳穿球

(Kruge,1931よ))攻瑞)i

:_:∴ ふ.志 L:/ 琵 琶.'..I.:.:.て言 ''∴r:.:.-.

&scudder(26)啓に依り観察された｡Hart2･eu(23)I:I.

依れば,M･fe･,"‥ ,′br･L,nで尖暦の背面は明暁に組

書変化を起し 胸程でか ､としでもやはりTigrolysi9

と茎胞とを包め,コーミムシ〆マンの幼虫の脾部常長環

にもTlgrOlysisと重婚とを包めた｡

｢股に腹帯荘晩 節名取 その他,椎 の連終系に
It姦胞化とTlgrOlysisの頼向が観繋され,これらは

Kr臼geri46),Wllcoxon良Hartzell(81),Wiggl-
esyorth(79),H8rt次11('23,25)執こ依り報瞥されたき

葡肉軌跡こ対すろ最虫剤の串作用は Hart2=ell-(25)

に依り晩節に研究されている｡筋肉組執 ま除虫菊剤や

DDT により,板の染色岸立の凍雑,Nodcや Krause

R蚊の硬化 短波の崩魂を義わす｡ J{ruger(46)は
C･pELm･LEOT7"I,の幼虫の筋肉K.肪批雄束に就いて,

除虫鶴乳剤を撒布1時間後,組織の故空や蛮脆化が誕

められ･その2,3日蓮過した個体では諌められないと

敢瞥した｡Hart乞ell良SFudder(26)に係れば､イエ
バェの哨後部の筋肉は核の蕪弧 峯脆化が起り,萌肉

/ I
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は一般に染色性の油失及び活動力の依下を招来する｡

同時にH8rtZell皮Scudder(26)-はイ-,:-所部の
脂胞細胞の変化を報街し,脂肪体の脂肪細胞は離れ離

れになり,一般的な横内の准恥を祝めた｡頭部の脂肪

細胞は非常に牌の陣!?:-と相関して組織病理的な特殊な

精度…となる｡

静選弄▲筋肉以外のイ-ノ.'-の体租鞘の病理変化は

l垂臥 マルビギー氏ll守及び渦食管の紡毛にも諌められ,

殊に.油食hLin･の軟毛偽称 王除虫IA5剤の洞化中菰剤効果

と考え合わせて興味ある和也である｡除虫我剤が気管

系に作用することを吟味する必要がある｡

Kruger(46)は気管系に対Tろ布作用を除去するた

め,CtPl･Lm･komlsの幼虫やガムシの成虫の様な水班~

昆虫を実琴に供した｡除虫鵜懸濁液をガムyに作即さ

､ せた場合,ガムシは水馳昆虫なる故.その気管系に水

が昏入することは考えられず,.除虫菊剤がこの展格よ
り良人することは困刃Eである｡又気門には複様な開閉

装散があJ),除虫菊懸濁液の分子が気管に庶人するこ

とは先ず不可能であろう｡伐りに,除虫菊剤が気管兼

に侵入すると考えるならは,気管は体表の様にChitin
ヽ

で被視されているが気管系には表皮で甥解された様な

勅1織変化が正弘められる省であるが,Krugerはそれを

証明し絹なかったし,除虫菊掛喝破は′ガムシに番作加

を戻したこの都築から.Krugerは彼の研究頼光を通

じて･除虫yu'剤が郡 は11股の様な休薮の薄膜を通して

体内に倭人し,紳蓮系を偏耶すると椎汎した｡Krilger

(46)の気管系から位入することの否定積梨はeinsburg

(18)の除虫丸剤の焦熱作用否定研究からも背かれる｡

GinSburgは生気が洗泡している笑畿場所で除虫菊粉

や袖山n-を蜜蜂に作用させたが,~その循環気流の錦

は蜜蜂にあらわれなかったと報じている｡

wuc｡x｡naHa.tzeu(SO)は石絵の域な由潤他物

質の添加の彩管を除いて,除虫弟勅が昆虫q)気管に藻

入しないことを指摘した｡

HartLeH皮WilcoxoLL(29)は気管倭人で除虫菊丸
が轟作用を粥ずるのでないことを知って,除虫菊が体

壁を通 して作用することを証明した｡ 又,KJinger

(44)も同様なことを証明し.0′kaLleへ 81(56)rlol

ckenyos(36)噂は除虫菊剤が径口的又は朱門より偉人

･ しなくとも僻 を起すことを唱牢している｡.Wi¥glc9-

worth(79)は除虫菊砂こよる致死原因が朱だ明確に＼
なっていないことを指摘し,R.proLzX･LSの成虫等を用

いて,除虫葡卦こよる致死の際因が少くとも気門開閉

調節磯雄の降軒C,ないことを証明した｡ 除虫菊処理

昆虫の体系と正常足虫のf椛 との差を処理径観繋した

が差掛ま温められなかった｡又直掛こ気門括約筋の運

助を蛎 した｡R.L･,0仏〟fo.秒針こくま,除虫萄脊痔
の昆虫の水分蒸散は夢亡後まで促進されなかった｡除
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血菊で麻賭した トーJジラミの成虫で札 気Pljは閉避し
たが,炭酸瓦跡をその後作用させると反応する事実を
観牢し,除虫菊剤の作恥こよる昆虫の気門調郡機能の

豊 ∴圭 :.:i_i-!J ;I:::I.?.lI'::･1..I/-i:一三.i'-..∴ ∵;T:-I.:::≡.

理的な否定朝 茄ばかりでなく,外炎等の局所処世!の実

除に侍っても二 ･三三の学割こよlj)不tjfiされているoL

かし.これらの否忠的研究に反して, Roy･Ghosh a
Chopra(C4)はゴキブリに対する除虫菊剤の作用を研
究したo除虫菊剤の有効成分 Pyrethrinはフ知こ不溶
性であるがゴキブリの体液には可溶することを見出し,

除且菊剤はゴキブリの神尾球に対して選択作用を有し,

抑嘉納洲白の破壊が致死を招来する税別なることを指摘

したO廟剤号乱 文は Kero冒ene溶懐の場合に,或いは
直接体内に作用させた場合,循貴市を通して別儀蛾に-
到達することを観察したO叉矧∃勺を通して気管に除Al

菊 Kerosene溶液を作用 させると.溶液はJh脳内に
迅速に拡散したO乾燥した粉剤を親御 こ挿入する場合でも液剤如拙の噛付と萄似していたが乾燥粉剤から液
卵えの使即位健の饗敏枝窺管内部圧入のIpJ鰭性を掩っ
ている.こごぐ,体液と斯似した液剤を作製位用する

ことは休紋が存在する場軒と同じ部仰こ除虫魂剤を見

出すユ手段であきことを指摘したoこれは好打挺人の
可簡幾の問鞄ばかりでなく,全般の液体殺虫剤の牌衆

の錐題をLて,化学華の注意を望むものである｡轄鼠
除虫裁剤の毒IJE判は癖盤組織学的観点から,御題球紳
凝鼠 紳凝楯 蛙の原形質政敵 判 鋸ヒ,Tigro.7ysisが
畠因と考えられるoJしかし,､これ濠での静的研究は除

虫布剤に韓溝れた昆虫の体組梅のある一党時間後に放

ける病理組織学的朋党に過ぎないO朝 L故,作用開始

を述観由こ研究する必欝がある｡この動的観点から病

理釦戯翻 勺研究を見た時は末だその緒に蔚いたばかり

と習っても過署でないO女除虫菊剤の軸戯変化が除虫.

駒 に特釦 酎 坤 否かを他騨 細 と此樫吟味する
必琴があろう0

時虫菊剤と他鞍剤の病理組確由来北の此較

昆虫に対する病理細職的変化は荷物に俵り,その洩

渡にLよ如肘掛 -る01Mcindoo〈郎)は Nicotine剤の
撒布叉は頗兼で致死した尾良の気管,食道下紳庭球,

疏珊嘩潤 吃廃熱 こ鱗朋 ブヂゾ酸な用いて Nicotille
を沈澱させたがその各組こ依る御荘罪の病理組織的変

北を観察描来なかったO･Wil甲ⅩOn皮Harはell(81)

はゴミムシダ与レの幼虫が除虫鞘剤勉理7:,胞軸路球や
秤轟封土裟脆化や Ti壷壷ysisを説めたに放し,Ni-.
cotine及び蹴酸鉄ではそ恥を観察出来なかったO然し

坤coitne及び祉健鍬ここあ病理卿 的料 巳が認 めら
れなかったと言って蛮胞化や Tigrolysisが除虫菊剤
I
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特有のものとは決定されないO茨目ここの幼虫の食馬下
紳庭球に就いて,除虫菊剤とNicotine剤と勧 ヒ較し
たが何れも Tigrolysisを観察出来なかった｡これ他
所翫 ミ7蔽いため適当なWf.刑が山水なかったからと購
えると報射したo

Ha上･tZell(23)は敢初除虫菊剤と腫濃姥のRotcnone
とに因る昆虫の病理組織的変化如 ヒ較し,Rotcn･on叩

殺した昆虫には Toluidineblue染色で現れる時事を
認めることが出来なかったO共役Hartzell(2i'))はイエ
バェを用い･Hae･matoxylinとeosin-Yで染色した軌
粕には0･825%Rotenone熔液を10分開放布し木と
紳混戦朝陳 の局所溶解を認め,60分間抽布でやはり

虚報剤や認めた様な轟胞と翻捉組織の崩壊を認め仏

文 Bodian掛こ伐った:場合には'.01025形 Rotenon
溶液10分間撒 布 で紳経東の溶碑と容脆化とを認 めた｡
鹿し低地姪の 0･008琴jRotenone溶液を10分間撒布
したとき僅かな変化叉は細胞に全然変化が秘められな

かったcO･05/oo/及び0･025形 Roten4one溶液10分間

撒布では,筋肉系職 は何れの旗艦の域令にも様かな変

化か叉妹全く酎ヒが誕められなかったo∴般に除虫哉

剤は軸だ師将を麗させ一Rotenon畑怠呼吸隼閑聯･した

細胞組紐の酸素利用を妨磐させ漸進的に体内敦鼠を鵡

させる 〔Hil繁g(22),Klinger(44)〕と言われている

ことと関聯して,Rotenoqe剤が低地姥では除虫菊棟

の変化を示さず,嵩濃既ではじめて除虫菊標の障苔が

認められる却寒は紳応に対する Tigroly率.容脆化が

除虫菊剤′特有のものと考えることに槍封を加える諌嶺
であるoDDT剤との比較はHart2;ell(25),RichardB

良Cutkomp(御上の綜命的研究や,胸部神経,勉励

御感定関する R｡eider&Ⅵieiant(69J,T｡biasa

KollroS(75)等の多数甲DDTに関する研究から得ら

れる○Ⅰか tzell(25)に依仙ま,イ皿パ叫患0･1%Py-

rcthrin酵軌 0.1% DDb溶椛10分間撒布で局翻

な紳荘繊維の榊 絶 起す｡然しDDT剤の変化ほ除串
萄剤の様なものでない｡0･2% DDT隼雄10分間撒布∫

で注核変化が観められ,60分間激痛で画 窺細胞の周

由に刻 如拙米,.紳楳繍 経の障動 機められた｡02pi

DDT 薄緑10分間撒布で,筋轍糖の核は凝窮した｡∫こ

の商魂及び小さな透明.fj:軌融こ見える劉包はPyreth･
rimO･12%醇液10分間撒布の切食にも観察された｡

Triorthocresylphosphateは高等動物の紳梶睦害

を起し,所謂Gingerpal･alysisを3=Eずる｡一般にp
notesterは高等動物の紳轟細胞と親和性を宿し,
に運動紳間を偉容するoOrthocresolほ神捉繊維を

串計るo この点に閑聯して,昆虫の紳轟兼に対

Triorthocresylbphosphateの影響を高等動物の

や昆虫の除虫発効処理の場合と比較することは興

ることである｡Trioftho¢resylphosph削eの偽
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対する研兜は Hal.tZell(23),Richards&CutkふnlP

(5O)に伐ってなされている｡Hartzell(23)に視 Lは,

コtlミムシダマンの幼虫の病理組故的酎 巳は除虫菊剤と

同様な紳接頭 の基胞化 と Tigrolysisとで あったo

Hart25ell(24)に伐れば, この種の病理軸線 I勺変化は

ジガ'ilチの1嘩 SpheciZLrSPeCiosusの刺傷で廊痔し

たセミの1睡 Tibicel,かul'"OSaの成虫にも認められi

たO-ヒミの中編碑試売は セ'ミより下等な昆虫に比較

して頑胸部に薫り,腹部和迩糠は発達 していないd

その脳は正常のセミに比し,明瞭な Tigrolysis捌 也

を生じ,胸部紳縫蛾は衣暦の背軌 こTigrolyBis.と基

胆とを生じたが脳程ではなかったo食遭下剤凝球の両

者も胸部押縦球経明瞭でなかった｡ Richal･dS(58),･

Richal･ds&Cutkomp(∈泊)は石油で殺した蚊 C2LleN

の幼虫の中樋翻超兼に就いて,Hart2:ell等が除虫菊

で証明した核染色税の凝集を観察したO

除虫粛剤の協力剤の病理粗聯学的研究 は HalltZ811

&Scudder(26),Hal･tZell&Strong(27),HartZ;elユ

(25),Hartzell&Wexler(28),Hoskinsa draig

(37)等に依ってなされ,除虫菊剤の陣容と比放され

た'oHart之ell良Scudder(26)の協力剤Isobutylun-

deOy18neamideのイエバェに対する研究では,蹄虫〉
基剤が染色粒の凝集を生ずるに反し,協力剤は染色質

分散を勉すことが指摘まけLた｡Kl･iiger(46)は蚊の1

軸 ミ除蛸 剤時宥 めものなるか否かを楓めるため,

chrare溶液及び Ether困液を作用させて見たo

curare醇液は障寮を受けずSther特液の方も碑銘I
熱こ小さな室胞を秘めただけであったOその他の実線

と共に,Ⅹrtiger(46)は除虫菊剤がIW超組織に低接作.
印すると粘油したO

この証明をなすために,llartzell(23)もコ¶ミムy

ダヰ yの幼虫を嵩周紋や熱に曝琴させ,その障事を演

機軸戯学的に除虫苑剤の略字 と比頓研究したo

高槻故は政義 1m,2･9アyペアを翻 ,O叉30分間

520の熱に幼虫を嚇 馳 断と治 せ,考の胞伸長球を摘臥
Toluidincblueで染色 したが.棚 Lも飴色に決放し

た｡帯燭投を郡 -ると , 数 紳品種に塾胞が山風 か

の熟で放した幼虫の神域 牡鹿 酌こは窺胞が諌められなか

ったが細胞は凝集したO

こ垂らの変化と除虫菊 剤 に よる捌 駄 Ti如 Iy弓is細
胞や枝の教色粒の凝集とを比 畷考察する晩 除虫菊剤

q)これらの陣鴇がそれ肖身 が虚 血に対して特有なもの

痛 論することは鉛幾多の 研 究が今後成容れた鐙であ

/J)･'10

,7･C2).描琴 異 曲約研兜

∵磯虫剤の昆虫に対する肇 裡作用を定盛的に捕射 -ち

翻 昧廃港の寛政条件車の曲線 牢準駿卵 叶 ることに

撃 節 1-)離

依ってその報埋作用の機構を政財することtである.曲

等罪駿淡による研究は我閥に於いて浦本 (77),柿(33),

(34).(35),fIatai(33).猫iiのTll塊では山崎,及び石
非 (83)によG)行われている｡従って此処では竃磁気

的描写実験法に関する倫罰はそれらの前文に鈍り,除

虫菊乱 の臓;風地線パ 巨砲勤的軌の粘決を諭韻するQ
機械的描写研究

liruger(46)は と.2'llE糾icowZisの幼虫背脈管の除虫

粛船種に就いせ肉眼観察をした0割 Bな幼虫の背面か

ら心臓部の楓弥立鋼船 こ認められ しかも正常個体で

は1分間約21.JIJ･縛潮だが,糎由報知機幼虫の縛劫は

痩邸 敬白後1噸htlでは,21･-24であったが,東田の朝

は,1分間16に旺 TJL 更に2-3円稜では4-3しか

数えられなかったo此等の蜘 軌幻何体によEj変るが,

除虫魂剤の作用が間接的に心臓の粗動を低下 し幼虫

の塵轡による義朝と拷動数との間に捕縄があろうと報

じたoHutzcil(39,40)は O,T,Ⅰ公定拭殴殺虫剤の

ユOOcc中の Kerc･seneに 10umgの Pyrethrinsを

含有する液剤及び除虫菊粉乳 NiGOtiilC(Blackleaf

40;及び50),N-butylcarbitolthiocyanate(Lethane

384),耳otenone及び石油効 くAR.-50-S)を掛 ､, こ

れらの致死盈以下の殺虫剤に舞う-るチャバネがキブ9 i

BltlltClJakcrmaク7ieaの独白の機械的潤等舞曲を行っ

たO軌ちユ.渉符の痕跡を見る痕跡温 B･親鼠璃俄

squil･J.e'Gag8-eho/,d･3･卵 甚蜘 幣 Mo嘩 d
entolnOtOBraPhm占thod,4,LegJe沌淡を招いたd

罪鼠碇速は直径 5cm,幡 0･6cmの鵬酸セルロイド割

の韓を用いる方法であるOその串の中で昆虫が起ち七

串は甲乾し.串の固掛 ま串に乗出して耽り付けられた
十字に交愛した2本の34番針由 こよりで紀顛朗 Lる｡

串が固賦すると矧月した針金は1/4圃転する勧 こ串の

1勺こ琵寂しである馬油に連絡しお客苛酎1の水銀に横軸
し,竃流を通じた回路がそのために閉じ,青己錬磁石IAに

より7:囲敵中の 】くrvlnOgraPhに腔に,瑚状に偲税が

銀行して描かれる方法でをの檀棟数,∵概観と低糠との

蜘牡を考察 掴 めであhる｡ 改革昆虫曲線-#wI仙 zel
(t'3g)は YeageT皮lswain(軸 準を改良じた毅既を
考案した｡脚を充分蒋跳 技来る樺に伴持し,脚の索引
カを膏己鎖したO醐 セルロイド製の華の前後にスポー,
クを剰 指 せ,常夜の耗ポークの角を永畢長保も∴東
にスポ-かには光k翫金のバネ怨敵帥九 十甥のスポ

ークの兜は讃税の醤失となっている,子羊の他の附斎点
は軍の上部の2本あ判 鈷 た太い針金で仲挿され,針
金は水銀を入れた硝･手管をその上に爽せで同党させた｡

ややをブリ廟 削 げ 成凋 事の上戦断端 来る横に固定し

た｡畢 こ堀痢離 宵 牢乎の脱離 ビザ,ツトで摘下し声
.Lt),粉鄭 地 坪したりして,,その反応を紀鎖した｡凝

Lユ93 へ
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凱処魂稜,ゴキブ りが鎚鋤すれば,串は前後に伺輯し,

そのために,諾損は KTymographに曲陳を記銘するO
妙子]+･を休止すればバネの叩カで-胃税は元の滞割こ惰る

機になっている｡工pegjel'k法は ゴキブ･)を反対向け

にして,被植林の倒棚以外の各胸と迦となテープで湖
徹鋭用の7.ラ.川 ､ダラスに岡促し,そU)肘筋を毛髪で

結び,電撃は督横の軸より紺Oに上方に焚杜ル た柊の
光跡 こ越路した｡ゴキブリが脚を紬ナば,毛髪ほ後方

･に引かれ,毛髪に連絡した棒の光は後方に同感し,従

つ7:君枝の軸が後方に回賦し,賀矧 ま上方に あが り

ⅩylnOg】･aPh8に曲線が記漣される様にした0 時間記
執 ま背通の描写法と同様にした｡これら4法の轄栄は

夫 特々徴を持ち,痕跡法では嚢虫増加と典に師込まっ
た豪雪軒で腹部を曳きずった｡罪鼠穂状では,液剤の潜

J状郁 脚 2秒以下な症 反し,･粉恥 平均5L=,秒であ
.ったo正常個体の平均jFf=j･琴は1秒当 り3.0C,mであ

ったが,除虫菊処理偶作では平均11cmで活芦別こなっ

た｡これに反し,Nic｡tincや Leとhane384,Rotcn-

one,All-50-S肘石動が促進しなかったo改良昆虫曲

線蛾の抽朱では,対陥区曲線は頻兜や振幅が略 モー恩

であったが,破線体に液剤を置与すると.位初その磯

奴的刺蛾で嘩く振れ その後の山地触 除虫菊の場合;
正常と新著研 日選が諌められ,敏感な前進粗動を行t:,

その曲椋は他のNic()tine.Lethanc384に比し,渇

敬 節 1,:7 抑 りブ

い掛臓を77,･した｡その後胸幅は低減したが戯渡は減ら

なかった｡更に頻度が減少し始めると掛帽が聯大せる

柳 L'11があ[),除山菊､粉剤の影響も他剤とは鈍っていた｡

一般に除虫茄は濃操,イ剛4くの感受駄 記録法による多

少の変異はあるが,それはイイ叫二∃脚貢lrは混刺戟の期間と

の2相が絡められた｡Leg.IJerk淡では,最初ujLeg

jeJ･kは最大値になるまで放路に減耗を増加し'地組ま

相撲状にな[).次ぎに数秒間掛幅を減少するが頻姥は

略十位で朽び腰舵の減少に随って弼帽を聯加させ不完
全な脚肪肉の弛緩を認めたoこの概向はNi〔･otineや

Lcthane三娼連では諌められなかったO'この樺に致死虫
以下の除虫菊剤はヅキブ.)に賦活作用を有する′ことが
･祝められたO-

iJIutzel,(4O)はヅキブDの頭部をその磯 にして,

体中から全部の腸を引き出し,摘抑揚の反応を記録し

たC先軸 こ際し,曲った督横を後暇に迎終し;胸の収

納の変化を記録したoJしかし充別捕紀化を記録出水
なかった¢

以上の様な槻娘曲線の漕等は輩剤作用機構を外囲か

赴 らのみ窺うだかご,個体の変異を取 り除くことが困舟

であり,被検体の取付けによる誤差が出易い瓢魚があ､

るが粒故が簡胆な.氏で利itJされている｡これらの欠点
は竃磁矧的妹によりある桂皮補足出来る｡
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政 府 三i青,内田俊郎,大野 稔,中嵐 稔
南野武史臥 河野建馳 長鞘 丸 関田島之

内 規 `

i,.防虫科学に陸離-る研究報文なれば誰でも投稿出来
る｡但t,原稿の塀玲ほ緬集金萌で決めるO叉原称ト
の字句についでは加除修正を行う~ことがある｡原稿

は本繭規定の原稿用紙を用いることO

乳 報文は邦文叉は欧文とし邦兼松枚欧文の叉政文に

は邦文の菓杓を添える｡欧文はタイプライター使用

諾 遥 慧㌔ 慧欝 び所珊 瑚 断 等潤 文欧

3.邦文は甲かな{断かな使いとL,欧譜背訳吋 ま片
･かなを用いるO但し物質私 人懲等は敏文のまゝと

するO腐最,弟及び図の醗明は敵文とすることO図
版白紙叉昧管板方眼紙に町壁に銀暫し原稿とは別紙

とするととO

逮. 動臓物の学名の下には.- を附ける (イタリツ

･年休となる)O和名は片仮名をもちいるo
壁字牲すべてアラビア数字を用い,教盤の準位はメ

ヮ1,外法によるO単位及び術譜の略字執忠次の例に

よ凱 nJ(メ-TJjt,),cm(センチメ⊥トル),mmくミ
I.)̀メートル),/A(ミクT-/),m望(平方㌔-1･ル),m8
､は 巧 }-トル),cc(丑カセyチメートル),L(リツ

1糾

済

1､ル)ど(QIIラム),軸(キログラム),mg(ミ1)グラム),
o(僻粍度),%(パ-セゾ1ト),p‡･l(水素イオy強敵
bp(沸嘩点)'fp(凝固点),mp(敵駄 Cal(如
リY･), CaI(大かコリー),MW (分子畳),V (求

ルト).1羊Ⅴ(キロボルト),A(アシペア),mA (i
リア./ペア)IW(ワット),Atm(気圧),N (親驚)
5.句.観点.カツコ由ま1割を典えるO-イブシは隊
[劉･b卦糠の上に明瞭に竃くことQ文献には晋者省,

靴誌名(習名),醍 .笥数 年紙の塀に記し,機 敏
には- (ゴチッ}J体)の下線をつけることO

(I)∫.Cristol:I.Ant.Chcm.Sac,69,338(1947)
i

本文中の引用文触帯紙はカツコをつけて肩に小さく
暫く,文献は報文の鼠倍に通し苛既の噺 と列紀する｡

邦文雑誌私は日本化単組艶 欧文雅誌名はCh8mical
Abstra毎 払 logicalAbstractS配 の略各に従う｡.

¢;校正柊初校に阻欄 者が行うことを堺即とする0
7･Lful堀掴 唖 幣射 るO亨 れ準 の布鞄 に準やて
'､は環曙をFrl安 く｡I

8･ 原稿の路仰こ絃劇 植 附し,葦遼年月13,連絡兜ナ
原稿枚数,.笥廃絶囲義教召捕陣 筆数蝉を冨己入する.十
原稿校正の郵蓮措置箭とし,,珊 その他の連絡は下
冨己にする0

第都市左5,'･:I諦 内諏 叩 ,京都大学食学部
成虫学研究室 内田俊郎

′ .

j


